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カ
ザ
フ

の
政
治
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ー
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一

　
本
論
文
の
表
題
に
あ
る
カ
ザ
フ
と
は
、
ソ
連
邦
の
構
成
共
和
国
の
一
つ
で
あ
る
カ
ザ
ラ
を
指
し
て
お
り
、
カ
ザ
フ
人
（
欝
器
葦
）
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ソ
連
に
居
住
す
る
カ
ザ
フ
人
は
、
一
九
七
九
年
一
月
一
七
日
現
在
の
国
勢
調
査
に
ょ
る
と
、
六
、
五
五
六
、
○
○
○
人
を
数
え
、
ソ
連
人
口
の

二
・
五
％
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
そ
の
人
口
の
自
然
増
加
率
は
、
前
回
（
一
九
七
〇
年
一
月
一
五
日
現
在
）
の
国
勢
調
査
を
基
に
し
て
は
か
る
と
、

ア
ル
タ
イ
系
言
語
の
ト
ル
コ
語
族
に
属
す
る
他
の
イ
ス
ラ
ム
教
系
民
族
の
ウ
ズ
ベ
ク
人
、
ト
ゥ
ル
ク
メ
ン
人
あ
る
い
は
キ
ル
ギ
ス
人
ほ
ど
で
は
な

い
が
、
全
連
邦
平
均
の
自
然
増
加
率
八
・
四
％
に
対
し
て
二
三
・
七
％
と
い
う
高
い
数
字
を
依
然
と
し
て
保
つ
て
い
る
。
も
つ
と
も
、
カ
ザ
フ
人

の
す
べ
て
が
カ
ザ
フ
共
和
国
に
居
住
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
、
カ
ザ
フ
人
人
口
の
八
○
・
七
％
が
こ
の
共
和
国
に
、
一
〇
・
七
％

が
ウ
ズ
ベ
ク
、
ト
ゥ
ル
ク
メ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
の
諸
共
和
国
に
居
住
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
カ
ザ
フ
人
は
散
居
性
の
低
い
民
族
の
一
つ
で
あ
る
け

　
　
　
ヵ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
九
　
　
（
四
〇
七
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
　
（
四
〇
八
）

れ
ど
も
、
カ
ザ
フ
共
和
国
人
口
に
お
け
る
カ
ザ
フ
人
の
構
成
比
率
も
ま
た
決
し
て
高
く
は
な
い
。
民
族
名
を
共
和
国
に
冠
し
た
そ
の
民
族
が
当
該

共
和
国
の
人
口
の
過
半
数
以
下
に
と
ど
ま
る
共
和
国
と
し
て
、
カ
ザ
フ
は
キ
ル
ギ
ス
と
と
も
に
、
し
か
も
キ
ル
ギ
ス
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
い
わ
ば

例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ザ
フ
共
和
国
人
口
の
四
〇
・
八
％
を
・
シ
ァ
人
が
、
六
・
一
％
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
、
二
二
％
を
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

タ
ー
ル
人
が
、
そ
し
て
一
・
八
％
を
ウ
ズ
ベ
ク
人
が
そ
れ
ぞ
れ
占
め
、
カ
ザ
フ
人
は
三
六
％
に
す
ぎ
ず
、
い
わ
ば
こ
の
国
の
少
数
民
族
で
あ
る
◎

し
た
が
つ
て
、
カ
ザ
フ
共
和
国
の
カ
ザ
フ
人
は
そ
の
九
八
・
九
％
が
カ
ザ
フ
語
を
母
語
と
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
四
一
．
六
％
は
ロ
シ
ア
語

を
自
由
に
使
い
得
る
第
二
言
語
（
零
ε
息
鶉
臣
）
と
し
て
お
り
、
多
数
民
族
で
あ
る
・
シ
ア
人
で
カ
ザ
フ
語
を
第
二
言
語
と
し
て
い
る
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

比
率
は
わ
ず
か
に
一
・
一
％
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
カ
ザ
フ
人
で
は
な
く
カ
ザ
フ
共
和
国
の
政
治
エ
リ
ー
ト
を
対
象
と
す
る
以
上
、
こ
の
共
和

国
の
特
異
な
民
族
的
構
成
と
の
関
連
が
問
題
視
さ
れ
る
べ
ぎ
一
面
と
も
な
る
が
、
民
族
政
策
あ
る
い
は
民
族
問
題
ど
は
異
な
る
後
述
の
よ
う
な
観

点
か
ら
の
分
析
を
企
図
す
る
本
論
文
に
お
い
て
は
、
所
属
民
族
（
ぎ
崔
畠
雪
臣
9
亭
）
か
ら
す
る
エ
リ
ー
ト
の
類
型
化
や
特
定
の
民
族
に
属
す
る

エ
リ
ー
ト
の
動
態
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
つ
て
も
、
民
族
問
題
的
な
ア
プ
冒
ー
チ
は
し
ば
ら
く
措
く
こ
と
に
し
て
い
る
・

　
・
シ
ア
帝
国
の
中
央
ア
ジ
ア
ヘ
の
進
出
は
一
九
世
紀
の
五
〇
年
代
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
併
合
を
果
し
、
一
九
世
紀
末
に
か
け
て
こ
の
方
面
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

境
線
を
天
山
山
脈
㌔
ハ
ミ
；
ル
高
原
へ
と
南
下
さ
せ
た
。
社
会
主
義
革
命
後
こ
の
地
方
に
も
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
樹
立
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
八
月
二

六
目
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
は
キ
ル
ギ
ス
・
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
主
義
自
治
共
和
国
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
自
治
共
和
国
は
一
九
二
五
年
四
月
一
九
日
に
カ

ザ
フ
と
い
う
歴
史
的
な
名
称
に
改
め
ら
れ
、
一
九
三
六
年
一
二
月
五
日
自
治
共
和
国
か
ら
連
邦
構
成
共
和
国
に
昇
格
し
、
ロ
シ
ア
共
和
国
に
次
ぐ

広
大
な
国
土
と
、
石
炭
、
石
油
、
有
色
金
属
と
い
つ
た
地
下
資
源
に
恵
ま
れ
、
ま
た
農
業
や
畜
産
に
お
い
て
も
連
邦
へ
の
貢
献
度
の
高
い
共
和
国

と
し
て
今
目
に
至
つ
て
い
る
。

　
そ
れ
故
に
、
今
年
（
一
九
八
O
年
）
の
八
月
三
〇
日
首
都
ア
ル
マ
ー
ア
タ
で
は
、
カ
ザ
フ
共
和
国
・
共
産
党
六
〇
周
年
記
念
式
典
が
ソ
連
共
産

党
中
央
委
員
会
書
記
長
兼
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
・
刀
・
H
（
9
震
器
望
幕
畠
長
寓
き
毒
）
を
迎
え
て
盛
大
に
催
さ
れ



て
お
り
、
カ
ザ
フ
共
産
党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
ク
ゥ
ナ
エ
フ
・
双
・
A
（
ズ
旨
器
孕
員
臣
ξ
葦
言
9
》
善
魯
。
器
‘
）
δ
挨
拶
で
は
じ
ま
つ
た
こ

の
式
典
に
お
い
て
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
演
説
の
胃
頭
で
、
四
半
世
紀
前
に
「
一
緒
に
最
初
の
耕
溝
か
ら
広
大
な
処
女
地
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
つ
た
友
人
や
労
働
の
ベ
テ
ラ
ン
の
顔
を
見
る
と
、
今
諸
君
と
と
も
に
、
当
時
は
じ
め
ら
れ
た
事
業
が
成
功
裡
に
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
び

　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
語
つ
て
い
る
が
、
た
し
か
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
自
身
に
と
つ
て
も
、
カ
ザ
フ
は
モ
ス
ク
ワ
に
か
え
り
咲
く
機
会
を
彼
に
与
え

た
因
縁
の
地
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
一
九
五
四
年
二
月
、
前
連
邦
党
書
記
兼
政
治
局
員
候
補
で
当
時
は
国
防
省
政
治
総
本
部
第
一
副
本
部
長

（
当
初
は
海
軍
省
の
政
治
本
部
長
で
あ
つ
た
が
、
就
任
一
週
間
後
に
海
軍
省
は
廃
止
さ
れ
て
国
防
省
に
統
合
さ
れ
た
）
の
ポ
ス
ト
に
格
下
げ
さ
れ
て
い
た
ブ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ジ
ネ
フ
は
、
南
西
シ
ベ
リ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
処
女
地
開
発
計
画
を
強
く
お
し
て
い
た
党
書
記
長
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
H
・
C
（
×
逗
員
貫
＝
葵
－

胃
m
O
8
器
3
莞
）
の
手
で
、
カ
ザ
フ
党
第
二
書
記
と
し
て
こ
の
地
に
送
り
こ
ま
れ
、
　
一
九
五
五
年
五
月
党
第
一
書
記
ポ
ノ
マ
レ
ン
コ
・
n
・
K

（
コ
o
き
暴
席
霞
9
諄
胃
窪
Φ
警
畠
ズ
o
彊
窓
亭
畠
き
）
の
駐
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ソ
連
大
使
へ
の
転
出
の
後
を
う
け
て
党
第
一
書
記
に
昇
格
、
前
カ
ザ

フ
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
で
冶
金
学
者
の
首
相
ク
ウ
ナ
エ
フ
の
協
力
を
得
て
関
心
を
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
鉱
物
資
源
の
開
発
と
採
鉱
・
精
錬

・
冶
金
工
業
の
発
展
へ
と
向
け
て
い
つ
た
。
一
九
五
五
年
の
カ
ザ
フ
の
農
業
生
産
は
天
候
不
順
も
あ
つ
て
前
年
よ
り
も
大
き
く
後
退
し
た
が
、
こ

の
年
の
八
月
連
邦
首
相
の
座
か
ら
マ
レ
ン
コ
フ
・
r
・
M
（
三
黛
の
霞
。
切
も
8
肩
憲
三
貰
。
…
彗
塁
ぎ
・
莞
）
を
追
い
お
と
し
た
党
書
記
長
は
反
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
派
の
一
掃
に
ふ
み
き
り
、
ブ
レ
シ
ネ
フ
の
手
腕
に
期
待
し
て
彼
を
一
九
五
六
年
二
月
モ
ス
ク
ワ
に
呼
び
も
ど
し
、
党
書
記
兼
政
治
局

員
候
補
の
ポ
ス
ト
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
四
日
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
代
わ
つ
て
党
書
記
長
と
な
つ
た
ブ
レ
シ
ネ
フ
の
下
で
、

ク
ウ
ナ
エ
フ
は
、
再
び
カ
ザ
フ
の
党
第
一
書
記
に
就
任
（
一
九
六
四
年
二
万
七
目
）
、
そ
の
二
年
後
の
一
九
六
六
年
四
月
に
は
政
治
局
員
候
補
に

登
用
さ
れ
、
つ
い
で
一
九
七
一
年
四
月
に
政
治
局
員
と
な
り
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
人
脈
の
一
翼
を
な
し
て
現
在
に
至
つ
て
い
る
。

　
し
た
が
つ
て
、
す
で
に
一
六
年
余
に
及
ぶ
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
の
、
す
で
に
一
六
年
余
に
も
及
ぶ
が
故
に
、
そ
の
総
括
を
試
み
る
に
あ
た
つ
て

は
、
ク
ウ
ナ
エ
フ
を
頂
点
と
す
る
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
の
連
邦
中
央
と
の
関
連
こ
そ
が
ま
ず
観
察
さ
れ
る
べ
き
側
面
で
は
な
か
ろ
う
か
と

　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輔
二
一
　
　
（
四
〇
九
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト

考
え
る
。

一
ニ
ニ
　
　
（
四
一
〇
）

二

　
連
邦
憲
法
に
よ
る
と
ソ
連
邦
国
権
の
最
高
機
関
は
連
邦
最
高
会
議
で
あ
る
と
、
ま
た
党
規
約
に
は
ソ
連
邦
共
産
党
の
最
高
機
関
は
連
邦
共
産
党

大
会
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
の
代
表
機
関
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
ソ
連
の
市
民
の
最
高
の
代
表
機
関
で

あ
り
、
後
者
は
ソ
連
の
共
産
党
員
の
最
高
の
代
表
機
関
で
あ
つ
て
、
理
論
的
に
も
歴
史
的
に
も
ま
つ
た
く
別
個
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ソ

ヴ
ェ
ト
政
治
に
お
い
て
果
す
役
割
は
無
論
の
こ
と
、
代
議
員
選
出
の
手
続
や
方
法
に
お
い
て
も
、
そ
の
構
成
員
数
つ
ま
り
規
模
に
お
い
て
も
著
し

く
異
な
つ
て
い
る
。
権
限
に
お
い
て
は
ま
つ
た
く
平
等
な
連
邦
会
議
と
民
族
会
議
の
二
院
か
ら
成
る
連
邦
最
高
会
議
の
代
議
員
は
五
年
毎
（
か
つ

　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

て
は
四
年
毎
）
に
市
民
の
直
接
選
挙
に
よ
つ
て
選
ば
れ
る
が
、
連
邦
党
大
会
の
代
議
員
は
通
例
で
は
五
年
毎
（
か
つ
て
は
四
年
毎
）
に
党
員
の
間
接

選
挙
に
よ
つ
て
選
ば
れ
る
。
つ
ぎ
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
つ
て
か
ら
今
目
に
至
る
ま
で
の
約
二
〇
年
の
間
に
改
選
さ
れ
た
連
邦
最
高
会
議
と
召

集
さ
れ
た
連
邦
共
産
党
大
会
を
時
間
的
な
順
序
で
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
数
を
付
し
て
記
し
て
み
よ
う
。

　
第
二
二
回
連
邦
党
大
会
　
　
一
九
六
一
年
一
〇
月
一
七
－
三
一
日
開
催
　
代
議
員
総
数
四
、
八
二
一
一
名
（
党
員
代
表
四
、
四
〇
八
名
、
党
員
侯
補
代

　
　
表
四
〇
五
名
）

　
第
六
期
連
邦
最
高
会
議
　
　
一
九
六
二
年
三
月
一
八
目
選
出
　
代
議
員
総
数
一
、
四
四
三
名
（
連
邦
会
議
代
議
員
七
九
一
名
、
民
族
会
議
代
議
員
六

　
　
五
二
名
）

第
二
三
回
連
邦
党
大
会
　
　
一
九
六
六
年
三
月
二
九
目
；
四
月
八
日
開
催
代
議
員
総
数
四
、
九
四
三
名
（
党
員
代
表
四
、
六
二
〇
名
、
党
員
侯
補

　
　
代
表
三
二
三
名
）

　
第
七
期
連
邦
最
高
会
議
　
　
一
九
六
六
年
六
月
一
二
日
選
出
　
代
議
員
総
数
一
、
五
一
七
名
（
連
邦
会
議
代
議
員
七
六
七
名
、
民
族
会
議
代
議
員
七



　
　
五
〇
名
）

　
第
八
期
連
邦
最
高
会
議
　
　
一
九
七
〇
年
六
月
一
四
日
選
出
　
代
議
員
総
数
一
、
五
一
七
名
（
連
邦
会
議
代
議
員
七
六
七
名
、
民
族
会
議
代
議
員
七

　
　
五
〇
名
）

　
第
二
四
回
連
邦
党
大
会
　
　
一
九
七
一
年
三
月
三
〇
日
－
四
月
九
日
開
催
代
議
員
総
数
四
、
九
六
三
名
（
党
員
代
表
四
、
七
四
〇
名
、
党
員
侯

　
　
補
代
表
二
二
三
名
）

　
第
九
期
連
邦
最
高
会
議
　
　
一
九
七
四
年
六
月
一
六
日
選
出
　
代
議
員
総
数
一
、
五
一
七
名
（
連
邦
会
議
代
議
員
七
六
七
名
、
民
族
会
議
代
議
員
七

　
　
五
〇
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
第
二
五
回
連
邦
党
大
会
　
　
一
九
七
六
年
二
月
二
四
日
－
三
月
五
日
開
催
代
議
員
総
数
四
、
九
九
八
名

　
第
一
〇
期
連
邦
最
高
会
議
　
　
一
九
七
九
年
三
月
四
日
選
出
　
代
議
員
総
数
一
、
五
〇
〇
名
（
連
邦
会
議
代
議
員
七
五
〇
名
、
民
族
会
議
代
議
員
七

　
　
五
〇
名
）

　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
に
お
い
て
は
前
記
し
た
第
二
ご
回
党
大
会
を
含
め
て
党
大
会
は
三
た
び
召
集
さ
れ
た
。
一
九
五
六
年
二
月
の
第
二
〇
回
党

大
会
の
代
議
員
総
数
は
一
、
四
三
六
名
（
党
員
代
表
一
、
三
五
五
名
、
党
員
侯
補
代
表
八
一
名
）
、
ま
た
第
二
一
回
臨
時
党
大
会
－
臨
時
党
大
会
で
あ

つ
た
た
め
、
こ
の
党
大
会
で
は
中
央
委
員
会
の
改
選
は
行
わ
れ
て
い
な
い
ー
の
代
議
員
総
数
は
一
、
三
七
五
名
（
党
員
代
表
一
、
二
六
九
名
、
党
員

侯
補
代
表
一
〇
六
名
）
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
一
九
六
〇
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
党
大
会
と
最
高
会
議
と
は
規
模
に
お
い
て
さ
ほ
ど
大
き
な

開
ぎ
は
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
に
収
容
人
員
六
、
○
○
○
人
の
大
会
宮
殿
（
否
Φ
§
9
。
臣
陣
誉
名
2
9
①
昏
8
）
の
竣

工
に
と
も
な
い
、
党
大
会
代
議
員
数
は
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
一
挙
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
代
議
員
選
挙
は
、
制
度
的
に
い
え
ば
党
大
会
で
は

重
畳
的
な
間
接
制
を
採
用
し
て
い
る
た
め
に
ま
た
最
高
会
議
で
は
推
薦
制
を
原
則
と
し
て
い
る
た
め
に
、
複
数
候
補
者
の
な
か
か
ら
の
選
択
で
は

な
く
し
て
特
定
さ
れ
た
候
補
者
へ
の
信
認
投
票
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
代
議
員
の
年
齢
、
性
別
、
所
属
民
族
、
学
歴
、
職
業
あ
る
い
は
職

　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
　
（
四
一
嵐
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
　
（
，
四
画
二
）

種
、
社
会
的
地
位
も
し
く
は
身
分
上
の
構
成
に
は
、
党
大
会
は
党
大
会
な
り
の
ま
た
最
高
会
議
は
最
高
会
議
な
り
の
パ
タ
ー
ン
が
自
ら
存
在
す

る
。
し
か
も
ま
た
、
党
大
会
と
最
高
会
議
で
は
後
者
に
は
非
党
員
代
議
員
が
含
ま
れ
る
と
い
つ
た
決
定
的
な
差
異
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
タ
ー
ン
は
相
似
す
る
。
す
な
わ
ち
、
党
大
会
も
最
高
会
議
も
代
議
員
は
大
別
す
る
と
、
主
と
し
て
労
働
者
・
農
民
か
ら
な
る
象
徴
的
・
栄
誉

的
（
琶
）
な
代
議
員
と
職
権
上
（
①
×
・
窪
3
）
の
代
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
再
選
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
が
、
後
者
は
職
権

上
の
代
議
員
資
格
を
与
え
ら
れ
た
ポ
ス
ト
な
い
し
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
在
任
す
る
か
ぎ
り
、
立
候
補
者
に
推
さ
れ
て
代
議
員
と
な
る
。
も
つ
と
も
、

エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
ポ
ス
ト
の
種
類
、
特
に
そ
う
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
下
限
と
な
る
と
、
ぞ
れ
ら
は
規
模
の
違

う
党
大
会
と
最
高
会
議
と
で
は
当
然
異
な
つ
て
く
る
し
、
ま
た
時
々
に
よ
つ
て
若
干
の
変
化
も
見
受
け
ら
れ
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
代
議
員
と

い
う
鮮
明
な
か
た
ち
で
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
エ
リ
ー
ト
の
枠
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
枠
づ
け
こ
そ
ま
ず
利
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
で
は
、
カ
ザ
フ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
代
議
員
が
お
く
り
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
と
し
て
、
一
九
七
四
年
の
第
九
期
連
邦
最
高
会

議
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
第
九
期
連
邦
最
高
会
議
に
お
い
て
カ
ザ
フ
共
和
国
に
選
挙
区
を
も
つ
代
議
員
は
七
一
名
（
連
邦
会
議
代
議
員
三
九
名
、
民
族
会
議
代
議
員
三
二
名
）

で
あ
る
。
そ
の
内
に
は
党
籍
の
な
い
代
議
員
も
無
論
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
七
一
名
の
内
、
労
働
者
・
農
民
（
コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長
を
含
む
）
の
三

二
名
、
工
場
長
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
所
長
の
二
名
、
中
学
校
教
師
と
女
医
の
二
名
を
合
せ
た
三
六
名
は
い
わ
ゆ
る
テ
イ
ル
・
メ
ン
バ
ー
で
あ
つ
て
、
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

り
の
三
五
名
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
役
職
の
在
任
者
で
あ
る
（
役
職
名
の
後
に
付
し
た
括
弧
内
の
数
字
は
員
数
で
あ
る
）
。

　
カ
ザ
フ
共
産
党
の
第
一
書
記
、
第
二
書
記
、
中
央
委
員
会
部
長
（
一
）
、
州
党
第
一
書
記
（
一
九
）
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
市
党
第
一
書
記

　
カ
ザ
フ
共
和
国
の
首
相
、
農
業
大
臣
、
国
家
保
安
委
員
会
議
長
、
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
、
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司

令
官
、
ヴ
ェ
・
イ
・
レ
ー
ニ
ン
名
称
ウ
ス
チ
ー
カ
ー
メ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
鉛
・
亜
鉛
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
所
長

　
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
部
長
（
一
）
、
ソ
連
邦
の
中
型
機
械
製
作
大
臣
、
有
色
冶
金
大
臣
、
組
立
・
特
殊
建
設
大
臣
、
全
ソ
農
業
技
術
公
団



総
裁

　
つ
い
で
、
前
記
の
最
高
会
議
代
議
員
選
挙
の
翌
々
年
に
召
集
さ
れ
た
第
二
五
回
連
邦
党
大
会
を
挙
げ
て
み
る
と
、
カ
ザ
フ
の
党
組
織
か
ら
選
出

さ
れ
た
代
議
員
は
二
一
八
名
で
あ
る
。
無
論
、
全
員
が
党
員
で
あ
つ
て
、
労
働
者
・
農
民
（
コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長
を
含
む
）
の
八
三
名
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ

所
長
・
工
場
長
・
企
業
長
の
二
四
名
、
軍
人
の
八
名
、
中
学
校
教
師
・
女
医
そ
の
他
の
九
名
を
合
せ
た
一
二
四
名
が
テ
イ
ル
・
メ
ン
バ
ー
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

り
、
残
り
の
九
四
名
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
役
職
の
在
任
者
で
あ
る
（
役
職
名
の
後
に
付
し
た
括
弧
内
の
数
字
は
員
数
で
あ
る
）
。

　
カ
ザ
フ
共
産
党
の
第
一
書
記
、
第
二
書
記
、
書
記
（
三
）
、
中
央
委
員
会
部
長
（
一
）
、
州
党
第
一
書
記
（
一
九
）
、
区
党
第
一
書
記
（
一
五
）
、

市
党
第
一
書
記
（
五
）
、
党
組
織
の
書
記
（
一
）

　
カ
ザ
フ
共
和
国
の
首
相
、
第
一
副
首
相
（
二
）
、
副
首
相
兼
ゴ
ス
プ
ラ
ン
議
長
、
有
色
冶
金
大
臣
、
農
業
大
臣
、
重
工
業
大
臣
、
国
家
保
安
委

員
会
議
長
、
州
ソ
ヴ
．
山
ト
執
行
委
員
会
議
長
（
一
九
）
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
市
ソ
ヴ
ェ
ト
執
行
委
員
会
議
長
、
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
、
労
働
組
合

評
議
会
議
長
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
、
作
家
同
盟
第
一
書
記
、
建
築
家
同
盟
理
事
長
、
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
中
央
委
員
会
第
一
書
記
、
ア
ル
マ
ー
ア

タ
州
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
第
一
書
記
、
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司
令
官
、
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
政
治
本
部
長
、
カ
ザ
フ
国
立
大
学
学
長

　
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
部
長
（
一
）
、
ソ
連
邦
の
農
業
大
臣
、
中
型
機
械
製
作
大
臣
、
有
色
冶
金
大
臣
、
水
運
大
臣
、
地
質
大
臣
、
外
務
省

次
官
（
一
）
、
航
空
機
製
作
省
次
官
（
一
）
、
　
「
経
済
新
聞
」
　
（
ω
さ
ぎ
…
港
爵
葛
雷
器
醤
）
総
編
集
長
、
全
ソ
連
邦
・
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
中
央
委
員

会
書
記
（
一
）

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
七
四
年
選
出
の
最
高
会
議
と
一
九
七
六
年
召
集
の
党
大
会
と
は
、
構
成
員
数
に
お
い
て
著
し
く
異
な
つ
て
は
い
る
も
の

の
、
両
者
に
共
通
す
る
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
と
ハ
ー
シ
ッ
プ
を
備
え
た
ポ
ス
ト
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
観
察
を

カ
ザ
フ
関
係
に
か
ぎ
り
、
ま
た
一
九
六
〇
年
以
後
の
つ
ま
り
第
七
期
か
ら
第
一
〇
期
ま
で
の
最
高
会
議
と
第
ニ
ニ
回
か
ら
第
二
五
回
ま
で
の
党
大

会
に
お
い
て
、
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
与
え
ら
れ
た
ポ
ス
ト
な
い
し
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
整
理
す
る
と
、
検
討
を
要
す
る
つ
ぎ

　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
『
五
　
　
（
四
＝
二
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
　
　
（
四
一
四
）

の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
ら
わ
れ
る
。

　
ま
ず
第
皿
は
、
党
大
会
で
は
カ
ザ
フ
党
の
書
記
局
の
全
構
成
員
が
代
議
員
と
な
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
会
議
で
は
党
第
一
書
記
と

党
第
二
書
記
を
含
む
そ
の
若
千
名
に
常
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ザ
フ
の
党
書
記
局
は
通
常
は
六
名
時
に
は
五
名
か
ら
成
つ
て
い

る
。
こ
の
内
で
最
高
会
議
の
代
議
員
に
選
ば
れ
た
書
記
局
員
は
、
第
一
書
記
と
第
二
書
記
を
含
め
て
数
え
る
と
、
第
六
期
で
は
三
名
、
第
七
期
で

は
四
名
、
第
八
期
で
は
三
名
、
第
九
期
で
は
既
述
し
た
よ
う
に
二
名
、
第
一
〇
期
で
も
三
名
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
州
の
党
第
一
書
記
は
党
大
会
は
無
論
の
こ
と
最
高
会
議
に
も
す
べ
て
代
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
一
年
の
第
六

期
の
最
高
会
議
代
議
員
選
挙
当
時
す
な
わ
ち
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
カ
ザ
フ
の
処
女
地
開
拓
に
彼
の
政
治
的
生
命
を
か
け
て
い
た
こ
ろ
、
こ
の
共
和
国

内
の
行
政
区
劃
が
改
め
ら
れ
、
州
を
統
合
し
て
三
つ
の
地
方
（
岩
慧
）
と
い
う
行
政
区
劃
が
設
け
ら
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
地
方
に
も
党
組
織

が
お
か
れ
た
が
、
ザ
パ
ド
ノ
ー
カ
ザ
フ
地
方
、
ユ
ー
ジ
ノ
ー
カ
ザ
フ
地
方
、
ツ
ェ
リ
ー
ナ
ヤ
地
方
の
党
第
一
書
記
は
い
ず
れ
も
党
大
会
は
無
論
の
こ

と
最
高
会
議
に
も
代
議
員
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
地
方
の
行
政
区
劃
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け
て

は
新
た
に
四
つ
の
州
（
タ
ル
デ
〆
ク
ル
ガ
ン
、
ト
ゥ
ル
ガ
ー
イ
、
マ
ン
ギ
シ
ラ
ー
ク
、
ジ
ェ
ズ
カ
ズ
ガ
ー
ン
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
州

を
含
む
す
べ
て
の
州
の
党
第
一
書
記
が
最
高
会
議
の
代
議
員
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

　
第
三
は
、
首
相
、
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
、
そ
れ
に
労
働
組
合
評
議
会
議
長
は
党
大
会
に
も
最
高
会
議
に
も
代
議
員
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る

が
、
閣
僚
会
議
幹
部
会
－
首
相
、
第
一
副
首
相
（
複
数
）
、
副
首
相
（
複
数
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
ー
の
メ
ン
バ
ー
は
、
首
相
を
除
い
て
は
、
必

ず
し
も
党
大
会
と
最
高
会
議
の
双
方
の
代
議
員
と
は
な
つ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
九
期
の
最
高
会
議
に
は
第
一
副
首
相
は
見
当
ら
ず
、
農
業

大
臣
が
第
九
期
と
第
一
〇
期
の
最
高
会
議
に
議
席
を
も
つ
た
。
副
首
相
で
は
兼
ゴ
ス
プ
ラ
ン
議
長
が
第
六
期
の
、
ま
た
兼
外
務
大
臣
が
第
七
期
の

最
高
会
議
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
国
家
保
安
委
員
会
議
長
は
第
六
期
以
後
連
続
し
て
最
高
会
議
代
議
員
に
も
選
出
さ
れ
て
お
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司
令
官
が
第
二
四
回
党
大
会
以
後
す
な
わ
ち
一
九
七
一
年
以
後
に
は
最
高
会
議
の
代
議
員
と
し
て
も
登
場
し
て
い
る
。



　
要
す
る
に
、
最
高
会
議
の
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
党
大
会
の
そ
れ
よ
り
も
狭
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
別
言
す
る
と
高
め

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
両
者
の
規
模
の
相
違
か
ら
し
て
当
然
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
最
高
会
議
に
お
い
て
は
、
カ
ザ
フ
党
中
央
の
第
一

書
記
と
第
二
書
記
を
除
い
た
書
記
よ
り
も
む
し
ろ
戸
ー
カ
ル
の
州
党
一
書
記
が
尊
重
さ
れ
、
ま
た
本
来
は
上
位
に
あ
る
は
ず
の
第
一
副
首
相
や
副

首
相
を
差
し
置
い
て
二
、
三
の
閣
僚
が
特
別
視
さ
れ
て
い
る
。
果
し
て
、
最
高
会
議
と
党
大
会
の
い
ず
れ
の
評
価
が
連
邦
中
央
の
評
価
を
伝
え
て

い
る
の
で
あ
る
か
o

三

　
連
邦
構
成
共
和
国
で
あ
る
カ
ザ
フ
で
は
、
手
続
的
に
は
連
邦
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
共
和
国
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
最
高
会
議
－
共
和

国
の
最
高
会
議
は
一
院
制
で
あ
る
ー
が
改
選
さ
れ
る
と
、
首
相
は
全
閣
僚
と
と
も
に
解
任
状
を
最
高
会
議
に
提
出
す
る
。
最
高
会
議
は
首
相
を

任
命
し
、
新
首
相
の
提
出
す
る
閣
僚
名
簿
を
承
認
す
る
。
ま
た
、
カ
ザ
フ
の
党
組
織
の
最
高
機
関
で
あ
る
共
和
国
党
大
会
は
そ
の
閉
会
に
先
立
つ

て
、
次
回
の
党
大
会
召
集
に
至
る
ま
で
の
間
党
活
動
の
指
導
に
当
る
中
央
委
員
会
を
選
出
し
、
新
中
央
委
員
会
は
そ
の
最
初
の
総
会
に
お
い
て
党

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

書
記
を
含
む
ビ
ュ
ロ
ー
（
切
δ
宕
）
を
選
出
す
る
。
こ
の
ビ
ュ
・
1
は
、
一
種
の
合
議
機
関
（
容
自
Φ
ヨ
§
臣
鼠
o
肩
塁
）
で
あ
つ
て
、
党
あ
る
い
は

政
府
も
し
く
は
そ
れ
ら
以
外
の
公
的
機
関
の
専
従
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
い
え
ば
政
治
局
（
コ
o
養
望
港
與
8
ぎ
宕
）
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
カ
ザ
フ
の
国
政
上
の
中
枢
機
関
で
あ
る
。
な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
党
に
は
ビ
ュ
ロ
ー
と
い
う
機
関
は
な
い
。
こ
の
国
の

特
殊
性
が
考
慮
さ
れ
て
か
、
ビ
ュ
・
1
に
当
る
機
関
は
、
連
邦
党
の
場
合
と
同
様
に
政
治
局
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
カ
ザ
フ
の
ビ
ュ
β
1
は
一
般
に
は
一
〇
名
前
後
の
ビ
ュ
ロ
ー
員
と
二
名
前
後
の
ビ
ュ
ρ
1
員
候
補
か
ら
成
つ
て
い
る
。
ビ
ュ
巨
－

員
候
補
を
欠
い
て
い
た
時
も
あ
る
。
で
は
、
職
権
上
こ
の
機
関
の
構
成
員
た
り
得
る
ポ
ス
ト
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。

　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
七
　
　
　
（
四
一
五
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
【
八
　
　
（
四
＝
ハ
）

　
ま
ず
、
党
書
記
局
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
書
記
は
す
べ
て
ビ
ュ
ロ
ー
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
党
書
記
局
は
第
一
書
記
と
第
二
書
記
を

含
む
六
名
（
時
に
は
五
名
）
か
ら
成
つ
て
お
り
、
全
員
が
必
ず
ビ
ュ
ロ
ー
の
構
成
に
加
わ
つ
て
い
る
が
、
ビ
ュ
ロ
ー
員
で
は
な
く
一
時
期
ビ
ュ
ロ

ー
員
候
補
で
あ
つ
た
党
書
記
が
な
か
つ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
カ
ザ
フ
党
中
央
の
書
記
以
外
に
は
、
ア
ル
了
ア
タ
州
の
党
第
一
書
記
が
ビ

ュ
・
1
員
を
兼
ね
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
ベ
イ
セ
バ
ー
エ
フ
・
M
（
蜜
8
9
。
望
三
8
釜
図
霞
）
が
一
九
五
八
年
一
〇
月
に

第
一
副
首
相
か
ら
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
に
転
出
し
て
い
る
が
、
　
一
九
六
〇
年
の
三
月
に
は
そ
れ
ま
で
兼
ね
て
い
た
ビ
ュ
ロ
ー
員
を
解
任

さ
れ
て
お
り
、
ベ
イ
セ
バ
ー
エ
フ
に
代
わ
つ
て
党
第
一
書
記
と
な
つ
た
デ
ィ
フ
ノ
フ
・
H
・
B
（
甘
一
強
多
エ
葵
雪
慧
評
。
§
ぴ
畠
臣
）
も
彼
の
後

任
者
ニ
ヤ
ズ
ベ
コ
フ
・
C
・
B
（
エ
彊
践
突
多
O
a
葛
閉
§
曽
畠
田
）
も
ビ
ュ
ロ
ー
の
構
成
に
は
加
わ
つ
て
い
な
い
。
　
一
九
六
五
年
四
月
ニ
ヤ
ズ

ベ
コ
フ
の
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
へ
の
転
出
の
た
め
、
ジ
ャ
ム
ブ
ウ
ル
ス
ク
州
の
党
第
一
書
記
か
ら
ア
ル
了
ア
タ
州
の
党
第
一
書
記
に
移
つ
た

ア
ス
カ
ロ
フ
・
A
（
ぎ
釜
宕
望
》
8
a
慧
）
が
翌
年
の
三
月
に
は
じ
め
て
ビ
ュ
・
1
員
候
補
に
、
つ
い
で
一
九
七
一
年
二
月
に
ビ
ュ
・
1
員
に
登

用
さ
れ
た
。
し
た
が
つ
て
、
　
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
の
ポ
ス
ト
に
は
ビ
ュ
ロ
ー
員
資
格
が
付
与
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
い
こ
と
に
な
ろ

う
o　

ビ
ュ
・
1
員
資
格
を
備
え
た
党
関
係
以
外
の
ポ
ス
ト
と
し
て
は
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
が
あ
る
。
タ
シ
ェ
ネ
フ
・
凪
・
A
（
ご
目
窪
串
製
遵
叩

密
沃
》
図
言
零
畠
田
）
、
　
カ
リ
ブ
ジ
ャ
ノ
フ
・
Φ
・
K
（
栄
巷
ま
製
塁
o
掌
β
器
ぴ
題
犀
）
、
シ
ア
リ
ィ
ポ
フ
五
・
H
（
日
巷
ぴ
ヨ
O
學
』
8
＝
＝
h
エ
昌
竃
O
切
§
）
、

　
　
　
　
　
（
1
4
）

ニ
ヤ
ズ
ベ
コ
フ
、
そ
し
て
現
在
で
は
ア
ブ
ド
ウ
カ
リ
モ
フ
・
H
（
》
9
旨
巷
毒
8
噛
国
8
↓
慧
）
と
歴
代
の
幹
部
会
議
長
は
い
ず
れ
も
ビ
ュ
p
ー
員

で
あ
る
。
首
相
も
ま
た
同
様
で
あ
つ
て
、
ク
ウ
ナ
エ
フ
（
ξ
憲
多
璃
量
塁
図
寒
9
》
讐
9
8
釜
）
、
タ
シ
ェ
ネ
フ
、
ダ
ウ
レ
ノ
フ
・
C
（
身
旨
－

Φ
告
孕
O
聖
冥
窪
）
、
ベ
イ
セ
バ
ー
エ
フ
、
ク
ウ
ナ
エ
フ
、
ベ
イ
セ
バ
ー
エ
フ
、
現
在
の
ア
シ
モ
フ
・
B
（
＞
目
§
8
自
慧
器
属
）
と
歴
代
の
首
相
は

い
ず
れ
も
ビ
ュ
・
1
員
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
一
副
首
相
（
二
名
）
が
必
ず
ビ
ュ
・
1
員
資
格
を
兼
ね
る
と
い
う
慣
例
は
な
い
。
一
般
に
は
第
一

副
首
相
の
一
名
が
ビ
ュ
・
ー
員
を
ま
た
他
の
一
名
が
ビ
ュ
・
1
員
候
補
を
兼
ね
て
い
る
が
、
ビ
ュ
・
1
員
を
兼
ね
た
第
一
副
首
相
不
在
の
場
合



が
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
副
首
相
兼
ゴ
ス
プ
ラ
ン
議
長
の
ビ
ュ
・
1
員
候
補
へ
の
登
用
は
一
九
六
六
年
の
シ
マ
コ
フ
・
K
・
M
（
O
重
貰
o
孕

ズ
馨
言
三
祷
雲
9
器
蓉
切
田
）
の
例
を
除
い
て
は
他
に
見
当
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
閣
僚
で
あ
る
が
、
党
・
国
家
統
制
委
員
会
議
長
（
人
民
統
制
委
員
会

議
長
）
の
コ
ズ
ロ
フ
・
r
・
A
（
浮
窪
量
冨
。
筥
愚
雪
突
8
畠
田
）
の
一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司
令
官
が
一

九
七
一
年
以
後
ビ
ュ
p
ー
員
で
あ
る
こ
と
、
国
家
保
安
委
員
会
議
長
が
一
九
七
六
年
以
後
ビ
ュ
官
－
員
候
補
を
つ
と
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
な
お
、
最
近
は
労
働
組
合
評
議
会
議
長
が
、
ビ
ュ
・
i
員
に
昇
格
し
た
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
に
代
わ
つ
て
ビ
ュ
・
1
員
候
補
を
つ

と
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
観
察
を
カ
ザ
フ
内
に
限
定
し
て
こ
の
共
和
国
の
エ
リ
ー
ト
の
動
態
を
お
つ
て
み
る
と
、
党
の
書
記
局
員
、
州
党
第
一
書
記
、
．
閣
僚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

会
議
幹
部
会
構
成
員
、
州
ソ
ヴ
ェ
ト
執
行
委
員
会
議
長
か
ら
成
る
指
導
集
団
（
8
ヨ
B
8
一
Φ
a
。
菖
な
宕
。
一
）
の
存
在
に
つ
き
あ
た
る
。
無
論
、
指

導
集
団
内
部
に
お
い
て
は
、
州
の
ソ
ヴ
ェ
ト
執
行
委
員
会
議
長
か
ら
州
党
第
一
書
記
へ
あ
る
い
は
ま
た
州
党
第
一
書
記
か
ら
党
中
央
の
書
記
へ
と

い
つ
た
流
れ
や
時
に
は
逆
の
流
れ
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
連
邦
の
党
大
会
は
こ
の
指
導
集
団
の
全
員
を
既
述
し
た
よ
う
に
代
議
員
と
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ザ
フ
の
党
中
央
は
こ
の
集
団
の
な
か
か
ら
全
書
記
局
員
を
選
抜
し
て
ビ
ュ
ロ
ー
に
加
え
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
を

除
い
た
全
州
の
党
第
一
書
記
を
ビ
ュ
p
I
の
外
に
お
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
連
邦
の
最
高
会
議
は
州
の
党
第
一
書
記
と
ソ
ヴ
ェ
ト
執
行
委
員
会
議

長
を
選
別
し
て
前
者
に
の
み
議
席
を
与
え
、
し
か
も
書
記
局
員
を
選
別
し
て
そ
の
ほ
ぼ
半
数
を
最
高
会
議
の
外
に
残
し
て
い
る
。
で
は
、
カ
ザ
フ

の
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の
共
和
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
選
別
・
評
価
と
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
の
選
別
・
評
価
と
は
あ
く
ま
で
も
食
い
違
う
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
両
者
は
実
は
相
似
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

四

一
九
五
三
年
三
月
五
目
、
党
書
記
長
兼
首
相
ス
タ
ー
リ
ン
・
H

　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト

・
B

（
O
暴
彊
串
国
o
。
尋
雪
。
8
冥
o
ぎ
窪
6

の
死
去
に
と
も
な
う
後
継
者
問

一
二
九
　
　
（
四
一
七
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
〇
　
　
　
（
四
一
八
）

題
を
審
議
．
決
定
す
る
た
め
に
、
党
中
央
委
員
会
総
会
、
閣
僚
会
議
お
よ
び
最
高
会
議
幹
部
会
の
三
者
合
同
会
議
が
開
か
れ
て
、
党
書
記
兼
副
首

相
マ
レ
ン
コ
フ
が
首
相
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
週
間
後
の
三
月
一
四
日
の
総
会
で
中
央
委
員
会
は
マ
レ
ン
コ
フ
を
党
書
記
か
ら
解
任

し
、
七
月
の
総
会
で
は
第
一
副
首
相
兼
内
務
大
臣
ベ
リ
ヤ
・
五
・
n
（
切
ε
塑
濤
恩
①
胃
ぴ
尋
望
8
§
）
を
党
と
人
民
の
敵
と
し
て
糾
弾
し
彼
の

党
籍
を
剥
奪
、
つ
い
で
九
月
の
総
会
で
は
党
書
記
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を
党
書
記
長
に
選
出
し
た
。
か
く
し
て
、
こ
こ
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
が
は
じ

ま
つ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
集
団
指
導
制
の
下
で
中
央
委
員
会
は
か
つ
て
の
形
骸
的
な
機
関
か
ら
脱
し
て
よ
う
や
く
そ
の
存
在

理
由
を
明
ら
か
に
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
六
月
の
い
わ
ゆ
る
反
党
事
件
の
際
に
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
勝
利
を
決
着
づ
け
た
の
も
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

る
い
は
ま
た
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
四
日
の
党
書
記
長
兼
首
相
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
解
任
を
決
定
し
た
の
も
中
央
委
員
会
総
会
で
あ
つ
た
。
そ
の
一

〇
月
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
党
書
記
長
の
首
相
兼
任
禁
止
の
決
議
は
、
い
ま
だ
に
そ
の
有
効
性
を
失
つ
て
は
い
な
い
。
し
た

が
つ
て
、
中
央
委
員
会
の
構
成
を
通
し
て
、
カ
ザ
フ
の
エ
リ
ー
ト
を
改
め
て
点
検
し
て
み
た
い
。

　
第
二
二
回
党
大
会
選
出
の
委
員
（
一
七
五
名
）
に
は
党
第
一
書
記
、
ツ
ェ
リ
ー
ナ
ヤ
（
処
女
地
）
地
方
第
一
書
記
兼
党
書
記
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
州
党

第
一
書
記
、
首
相
の
四
名
、
ま
た
委
員
候
補
（
一
五
五
名
）
と
し
て
は
党
第
二
書
記
、
党
書
記
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
の
三
名

　
第
二
三
回
党
大
会
選
出
の
委
員
（
一
九
五
名
）
に
は
党
第
一
書
記
、
党
第
二
書
記
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
、
ク
ス
タ
ナ
イ
州
党
第
一

書
記
、
ウ
ラ
リ
ス
ク
州
党
第
一
書
記
、
首
相
の
六
名
、
ま
た
委
員
候
補
（
一
六
五
名
）
と
し
て
は
ア
ク
チ
ュ
ビ
ン
州
党
第
一
書
記
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ

州
党
第
一
書
記
、
第
一
副
首
相
、
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
の
四
名

　
第
二
四
回
党
大
会
選
出
の
委
員
（
二
四
一
名
）
に
は
党
第
一
書
記
、
党
第
二
書
記
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
州
党
第
一

書
記
、
ク
ス
タ
ナ
イ
州
党
第
一
書
記
、
ウ
ラ
リ
ス
ク
州
党
第
一
書
記
、
首
相
、
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
の
八
名
、
ま
た
委
員
候
補
（
一
五
五
名
）

と
し
て
は
ア
ク
チ
ュ
ビ
ン
州
党
第
一
書
記
、
ク
ズ
ィ
リ
ー
オ
ル
ジ
ン
州
党
第
一
書
記
、
コ
ク
チ
ェ
タ
フ
州
党
第
一
書
記
、
セ
ヴ
ェ
・
－
カ
ザ
フ
州
党

第
一
書
記
、
ツ
ェ
リ
ノ
グ
ラ
ー
ド
州
党
第
一
書
記
、
第
一
副
首
相
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
の
七
名



　
第
二
五
回
党
大
会
選
出
の
委
員
（
二
八
七
名
）
に
は
党
第
一
書
記
、
党
第
二
書
記
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
党
第
一
書
記
、
ジ
ャ
ム
ブ
ゥ
ル
ス
ク
州

党
第
一
書
記
、
カ
ラ
ガ
ン
ダ
州
党
第
一
書
記
、
コ
ク
チ
ェ
タ
フ
州
党
第
一
書
記
、
ク
ス
タ
ナ
イ
州
党
第
一
書
記
、
ツ
ェ
リ
ノ
グ
ラ
ー
ド
州
党
第
一

書
記
、
首
相
、
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
の
一
〇
名
、
ま
た
委
員
候
補
（
一
三
九
名
）
と
し
て
は
ヴ
オ
ス
ト
チ
ュ
ノ
ー
カ
ザ
フ
州
党
第
一
書
記
、
セ

ヴ
昌
ロ
ー
カ
ザ
フ
州
党
第
一
書
記
、
ト
ゥ
ル
ガ
ー
イ
州
党
第
一
書
記
、
第
一
副
首
相
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
の
五
名

　
第
二
二
回
、
第
二
三
回
、
第
二
四
回
そ
し
て
第
二
五
回
の
党
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
前
記
の
よ
う
な
委
員
も
し
く
は
委
員
候
補
に
つ
い
て

は
結
論
的
に
い
え
ば
、
カ
ザ
フ
の
エ
リ
ー
ト
に
関
す
る
中
央
委
員
会
の
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
と
ハ
ー
シ
ッ
プ
と
最
高
会
議
の
そ
れ
と
は
近

似
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
つ
と
も
、
中
央
委
員
会
に
も
、
き
わ
め
て
少
数
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
テ
イ
ル
・
メ
ン
バ
ー
は
存
在
す
る
。

し
か
し
、
委
員
候
補
を
含
め
て
中
央
委
員
会
の
大
多
数
は
、
職
権
上
、
委
員
も
し
く
は
委
員
候
補
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
中
央
委

員
会
の
構
成
員
特
に
委
員
の
増
加
と
平
行
し
て
こ
の
委
員
会
に
選
出
さ
れ
た
州
（
地
方
）
党
第
一
書
記
は
、
一
九
六
一
年
の
委
員
三
名
（
そ
の
内
の

一
名
は
党
書
記
兼
任
）
か
ら
、
一
九
六
六
年
の
委
員
三
名
と
委
員
候
補
二
名
に
、
一
九
七
一
年
に
は
委
員
四
名
と
委
員
候
補
五
名
に
、
そ
し
て
一
九

七
六
年
に
は
委
員
六
名
と
委
員
候
補
三
名
へ
と
確
実
に
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
第
一
書
記
と
党
第
二
書
記
以
外
の
党
書
記
で
は
一

九
六
一
年
に
わ
ず
か
二
名
が
選
出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
場
合
委
員
に
選
ば
れ
た
一
名
の
党
書
記
は
地
方
党
第
一
書
記
を
兼
任
し

て
お
り
、
他
の
一
名
の
党
書
記
は
党
第
二
書
記
と
と
も
に
委
員
候
補
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
カ
ザ
フ
の
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の

連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
選
別
・
評
価
は
中
央
委
員
会
と
最
高
会
議
の
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
す
る
と
、
共
和
国
中
央
の
選
別
・
評
価
と
連
邦
中
央
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
食
い
違
う

こ
と
に
な
る
。
な
に
故
に
で
あ
ろ
う
か
。

　
カ
ザ
フ
の
エ
リ
ー
ト
に
つ
い
て
の
連
邦
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
選
別
・
評
価
と
共
和
国
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
そ
れ
と
の
食
い
違
い
を
生
じ
さ
せ
し
め
て
い
る

一
因
は
、
ビ
ュ
ロ
ー
に
要
求
さ
れ
て
い
る
役
割
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
和
国
党
の
ビ
ュ
据
ー
は
連
邦
党
で
い
え
ば
そ
の
政
治
局
に

　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
＝
　
　
　
（
四
一
九
）



　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
三
　
　
　
（
四
二
〇
）

当
る
と
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
ビ
ュ
ロ
ー
の
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
パ
ー
シ
ッ
プ
が
カ
ザ
フ
党
中
央
委
員
会
付
属
の
機
関
（
自。
目
巷
零
）

を
指
揮
・
監
督
す
る
全
党
書
記
と
首
相
お
よ
び
第
一
副
首
相
に
与
え
ら
れ
、
時
に
は
ま
た
そ
れ
が
中
国
と
国
境
を
接
す
る
こ
の
地
方
を
統
括
す
る

中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司
令
官
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ビ
ュ
・
1
と
い
う
こ
の
装
置
が
共
和
国
の
国
政
を
コ
ン
ト
・
ー
ル
す
る
連
邦
．

党
中
央
の
パ
ネ
ル
で
あ
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
中
央
委
員
会
の
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
も
た
な
い
共
和
国
の
国
家
保

安
委
員
会
議
長
が
、
決
議
権
の
な
い
ビ
ュ
・
1
員
候
補
と
し
て
に
せ
よ
、
一
九
七
六
年
以
来
ビ
ュ
冒
1
の
構
成
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ

の
装
置
が
カ
ザ
フ
に
お
け
る
連
邦
・
党
中
央
の
コ
ン
ト
・
ー
ル
㌔
ハ
ネ
ル
（
8
緊
巨
短
泣
）
で
あ
る
こ
と
を
忠
実
に
伝
え
て
い
よ
う
。
連
邦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

国
家
保
安
委
員
会
議
長
が
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
は
じ
め
て
政
治
局
に
加
え
ら
れ
た
の
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
の
一
九
六
七
年
六
月
に
政
治
局
員
候
補
と

し
て
で
あ
つ
て
、
政
治
局
員
に
昇
格
し
た
の
は
一
九
七
三
年
四
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ビ
ュ
ロ
ー
は
そ
の
性
格
上
、
政
治
局
と
同
様
に
、
構
成
員
が
少
数
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
は
い
え
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
以
外
の
州

の
党
第
一
書
記
を
ビ
ュ
・
1
に
加
え
得
な
い
1
加
え
得
さ
せ
な
い
理
由
が
他
に
な
い
わ
け
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ

州
は
人
口
七
〇
万
を
こ
え
る
首
都
ア
ル
マ
ー
ア
タ
市
を
か
か
え
て
お
り
、
党
員
数
の
上
で
は
他
の
州
を
完
全
に
圧
し
て
い
よ
う
が
、
第
二
五
回

党
大
会
を
例
に
と
つ
て
い
え
ば
、
人
口
一
五
五
万
余
の
カ
ラ
ガ
ン
ダ
州
の
党
協
議
会
か
ら
は
一
七
名
の
代
議
員
が
、
人
口
一
二
八
万
余
の
チ
ム
ケ

ン
ト
州
の
党
協
議
会
か
ら
は
一
六
名
の
代
議
員
が
こ
の
党
大
会
に
お
く
り
出
さ
れ
て
い
る
。
人
口
一
〇
〇
万
に
は
満
た
な
い
ヴ
ォ
ス
ト
チ
ュ
ノ
ー

カ
ザ
フ
州
で
も
一
五
名
の
代
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
エ
ス
ト
ニ
ア
共
和
国
党
大
会
選
出
の
連
邦
党
大
会
代
議
員
は
三
二
名
、
ト
ゥ
ル
ク
メ

ン
共
和
国
党
大
会
の
そ
れ
は
二
七
名
で
あ
つ
た
。
第
二
五
回
党
大
会
の
代
表
選
出
基
準
は
党
員
六
、
○
○
○
名
に
つ
い
て
代
議
員
一
名
で
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
以
外
の
カ
ザ
フ
の
州
党
組
織
が
い
ず
れ
も
と
る
に
足
り
な
い
弱
小
の
組
織
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
カ
ザ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

共
和
国
の
よ
う
に
人
口
の
民
族
的
構
成
に
お
い
て
・
シ
ア
人
の
占
め
る
比
率
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
か
つ
て
試
み
た
分
析
に
よ
る
と
、
・
シ
ア
人

の
党
組
織
率
は
p
シ
ア
人
全
体
の
そ
れ
よ
り
も
非
常
に
高
い
と
い
う
推
定
が
成
立
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
マ
ー
ア
タ
州
を
除
く
他
の
州
の
党
第



一
書
記
を
ビ
ュ
・
／
の
外
に
お
く
ー
ビ
ュ
ロ
ー
の
外
に
お
か
し
め
る
一
因
は
、
カ
ザ
フ
党
第
一
書
記
個
人
の
影
響
力
の
拡
大
を
お
そ
れ
る
党
中

央
の
懸
念
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
党
中
央
の
政
治
局
に
あ
つ
て
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
に
お
い
て
は
政
治
局
員
を
兼
ね
る

ロ
ー
カ
ル
な
党
第
一
書
記
は
一
名
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
党
第
一
書
記
か
モ
ス
ク
ワ
市
党
第
一
書
記
）
で
あ
つ
た
が
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
に
入
つ
て
ほ
ど
経
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

一
九
七
一
年
に
は
三
名
と
な
り
、
党
書
記
長
の
個
人
的
権
威
が
噂
さ
れ
は
じ
め
た
一
九
七
六
年
以
後
に
あ
つ
て
は
四
名
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
カ
ザ
フ
の
み
な
ら
ず
、
一
般
に
共
和
国
党
の
ビ
ュ
・
ー
ヘ
の
州
党
第
一
書
記
の
組
み
入
れ
が
厳
し
く
監
視
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

ま
た
現
に
州
党
第
一
書
記
に
対
し
て
は
例
え
ば
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ウ
ラ
制
（
琶
幕
霞
き
昌
9
）
を
通
し
て
党
中
央
が
、
直
接
彼
等
を
統
括
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
連
邦
党
の
中
央
委
員
会
お
よ
び
連
邦
の
最
高
会
議
が
ひ
と
し
く
そ
の
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
ォ
・
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
州
党
第
一

書
記
に
広
く
解
放
し
て
い
る
理
由
は
未
だ
説
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
央
委
員
会
の
規
模
の
拡
大
が
委
員
も
し
く
は
委
員

候
補
を
兼
ね
る
州
党
第
一
書
記
の
増
加
と
平
行
し
て
い
る
こ
と
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
に
入
つ
て
か
ら
州
党
第
一
書
記
の
地
位
の
安
定
化
が
著
し
く

進
行
し
て
い
る
こ
と
に
注
且
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
も
し
く
は
委
員
候
補
を
兼
ね
た
カ
ザ
フ
の
州
党
第
一
書
記
の
漸
増
に
つ
い
て
は
先
ぎ

に
記
し
た
が
、
例
え
ば
第
二
二
回
党
大
会
で
委
員
に
選
出
さ
れ
た
州
（
地
方
と
自
治
共
和
国
お
よ
び
モ
ス
ク
ワ
市
と
レ
ー
ニ
ソ
グ
ラ
ー
ド
市
を
含
む
）
の

党
第
一
書
記
は
四
六
名
、
そ
れ
が
第
二
四
回
党
大
会
で
は
五
七
名
と
増
加
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
に
お
い
て
は
、
解
任
さ
れ
た

州
党
第
一
書
記
の
約
三
分
の
二
が
「
横
す
べ
り
」
　
（
一
器
琶
暮
ぎ
）
、
　
「
死
亡
あ
る
い
は
退
職
」
・
「
昇
進
」
を
理
由
と
し
て
お
り
、
　
「
降
等
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

（
留
目
＆
9
）
の
比
率
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
の
四
八
・
五
％
か
ら
三
六
・
八
％
に
低
下
し
て
い
る
。
特
に
、
党
書
記
長
の
朋
友
の
一
人
で
あ
る

ク
ウ
ナ
エ
フ
が
党
第
一
書
記
の
ポ
ス
ト
に
あ
る
カ
ザ
フ
に
お
い
て
は
、
州
党
第
一
書
記
解
任
の
理
由
と
な
つ
た
「
横
す
べ
り
」
と
「
昇
進
」
の
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

率
は
全
連
邦
平
均
よ
り
も
高
く
、
　
「
降
等
」
の
比
率
は
全
連
邦
平
均
よ
り
も
低
い
。

　
も
つ
と
も
、
カ
ザ
フ
の
州
党
第
一
書
記
に
は
、
こ
の
共
和
国
人
口
の
民
族
的
構
成
か
ら
す
る
と
カ
ザ
フ
人
が
比
較
的
多
い
。
例
え
ば
、
第
六
期

か
ら
第
一
〇
期
ま
で
の
最
高
会
議
の
代
議
員
と
な
つ
た
州
党
第
一
書
記
の
実
数
は
三
〇
名
で
あ
る
が
、
そ
の
内
の
一
五
名
が
カ
ザ
フ
人
、
一
二
名

　
　
　
ヵ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
三
二
　
　
（
四
一
二
）



　
　
　
　
カ
ザ
フ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四
　
　
　
（
四
二
二
）

が
ロ
シ
ア
人
、
そ
し
て
三
名
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
あ
り
、
し
か
も
ま
た
カ
ザ
フ
人
一
五
名
の
州
党
第
一
書
記
の
「
横
す
べ
り
」
先
き
の
ポ
ス
｝
あ

る
い
は
「
昇
進
」
先
き
の
ポ
ス
ト
は
カ
ザ
フ
の
国
境
内
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
（
同
じ
よ
う
な
軌
道
を
た
ど
る
・
シ
ア
人
の
州
党
一
書
記
は
五
名
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
の
州
党
第
一
書
記
は
二
名
で
あ
る
）
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
州
党
第
一
書
記
の
安
定
化
が
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
の
長
期
化
の
一
因
を
な
し
て
い
る

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
カ
ザ
フ
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
州
党
第
一
書
記
の
交
替
頻
度
の
低
下
ー
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
時
代
の
年
間
四
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

六
回
か
ら
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
の
年
間
二
・
一
回
へ
の
低
下
は
同
時
に
任
期
の
長
期
化
、
老
齢
化
、
し
た
が
つ
て
人
事
の
停
滞
を
意
昧
す
る
こ
と
に

も
な
る
。
し
た
が
つ
て
、
党
書
記
長
の
交
替
は
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
を
と
る
に
せ
よ
、
カ
ザ
フ
の
ニ
リ
ー
ト
の
大
幅
な
人
事
の
変
動
を
も
た
ら

す
で
あ
ろ
う
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

　O

罫

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
の
改
正
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。

　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
無
論
の
こ
と
、

（
7
）

　
め
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
旧
党
規
約
で
は
、
通
常
の
党
大
会
は
四
年
に
一
回
以
上
召
集
さ
れ
る
と
あ
つ
た
が
、
一
九
七
一
年
の
第
二
四
回
党
大
会
で
こ
れ
が
、
五
年
に
一
回
以
上
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
従
来
の
党
大
会
で
は
党
員
を
代
表
す
る
代
議
員
（
h
窪
雪
胃
o
需
田
勉
δ
月
＝
言
3
旨
0
8
三
）
と
党
員
候
補
を
代
表
す
る
代
議
員
（
h
窪
雪
零
0
8
器
月
胃
Φ
き
誤
豪
8
』
？

　8

竃
）
と
が
あ
つ
た
が
、
第
二
五
回
党
大
会
で
は
代
議
員
は
党
員
代
表
に
の
み
か
ぎ
ら
れ
た
。
な
お
、
党
員
候
補
を
代
表
す
る
代
議
員
は
党
員
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
決
議
権
は
与

　
え
ら
れ
て
い
な
い
。

（
1
0
）
　
第
九
期
の
運
邦
最
高
会
議
の
み
な
ら
ず
、
最
高
会
議
代
議
員
の
当
選
当
時
の
現
職
は
、
投
票
日
の
数
日
後
に
発
表
さ
れ
る
選
挙
結
果
に
関
す
る
中
央
選
挙
委
員
会
報
告
（
＝
ω
ω
－

「
資
料
、
ソ
連
邦
の
人
口
」
、
『
ソ
連
月
報
』
誌
、
第
四
四
一
号
（
一
九
八
○
年
三
月
号
）
、
一
＝
一
頁
。

同
誌
、
二
六
頁
。

一
九
七
九
年
の
『
国
勢
調
査
総
計
』
（
国
↓
o
ヨ
切
8
。
6
窪
息
常
需
目
畠
母
8
旨
窪
語
）
は
未
刊
行
で
あ
る
た
め
一
九
七
〇
年
の
『
国
勢
調
査
総
計
』
に
よ
つ
て
い
る
。

讐
灯
O
気
O
O
O
℃
燭
寓
目
o
ヨ
零
の
8
δ
望
o
邸
目
8
の
目
国
自
缶
8
Φ
器
出
醤
凶
ご
刈
0
8
h
の
矯
』
≦
o
突
困
｝
お
お
℃
↓
o
＝
一
＜
℃
O
●
N
b
o
ω
。

拙
稿
、
「
ロ
シ
ア
帝
国
の
遺
産
」
（
『
法
学
研
究
』
第
四
五
巻
、
第
一
一
号
）
参
照
。

口
も
畠
h
”
矯
ω
O
島
召
o
富
｝
一
〇
〇
。
O
℃
ρ
ド

ス
タ
ー
リ
ン
の
死
後
、
「
書
記
長
」
（
毎
8
碧
臣
ぴ
轟
8
巷
Φ
壁
写
）
に
代
わ
つ
て
「
第
一
書
記
」
（
口
Φ
冨
ぴ
轟
8
巷
①
醤
写
）
と
い
う
名
称
が
一
九
六
六
年
四
月
の
党
規
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
つ
て
、
一
九
五
三
年
九
月
の
中
央
委
員
会
総
会
で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
第
一
書
記
に
選
ば
れ
て
か
ら
一
九
六
六
年
四
月
の
党
規
約
改
正
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
の
後
を
つ
い
だ
ブ
レ
ジ
ネ
フ
も
正
し
く
は
書
記
長
と
呼
び
得
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
本
稿
で
は
書
記
長
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

一
九
三
六
年
制
定
の
旧
連
邦
憲
法
で
は
最
高
会
議
代
議
員
の
任
期
は
四
年
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
七
年
｝
○
月
七
日
制
定
の
現
行
連
邦
憲
法
で
は
そ
れ
が
五
年
と
改



　
9
弓
畿
鉾
諺
竃
巷
↓
帥
お
8
℃
跳
寓
δ
自
国
ぢ
0
9
鳳
属
δ
缶
箇
一
＄
P
ゆ
竃
巷
壁
ご
お
）
を
参
考
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
代
議
員
の
経
歴
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
下
記
の
文
献
を
使
用
し
た
。

　
　
誉
・
旨
鷺
＝
切
Φ
宴
。
塁
。
『
0
8
器
暴
9
宅
ム
Φ
浮
さ
詠
8
ω
臣
」
三
〇
。
誘
m
し
。
。
9
幕
還
鎧
瑳
閃
Φ
宴
。
国
ぎ
3
8
霧
醤
8
9
山
o
。
署
o
障
（
o
寮
切
』
・
裟
9
百
g

　
一
〇
刈
O
℃
h
Φ
口
黛
↓
胃
置
0
5
Φ
℃
翼
◎
塁
0
5
0
8
零
霊
O
O
O
℃
ー
h
a
義
匡
詠
8
ω
ぴ
田
」
三
〇
〇
語
孕
一
〇
刈
ト
な
お
、
員
Φ
3
肖
9
。
亭
圏
器
℃
図
o
累
o
『
o
o
8
0
崔
∩
O
（
℃
量
＞
Φ
g
亭
録
8
ω
留
畳

　
は
入
手
し
て
い
な
い
。
，

（
n
）
　
第
二
五
回
党
大
会
の
み
な
ら
ず
」
党
大
会
代
議
員
の
党
大
会
開
催
当
時
の
現
職
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
代
議
員
名
簿
」
を
使
用
し
た
。

　
　
図
ζ
一
審
①
貴
ズ
皇
ξ
霞
3
釜
Φ
突
o
鵠
惹
肩
塁
O
o
器
↓
臭
0
3
（
o
§
鋤
曽
g
窪
o
弓
番
鵠
器
。
塁
邸
0
2
Φ
ジ
三
〇
突
墨
一
霧
ρ
弓
象
目
・
p
ω
。
㌣
㎝
。
。
合
図
溢
昌
3
0
貴

ズ
婁
蓬
霧
霞
舞
。
茸
§
長
∩
。
切
Φ
藁
。
8
0
。
馨
り
。
曇
。
§
曾
4
①
。
葦
ぎ
2
3
ぎ
・
馨
・
一
。
。
①
る
。
三
；
ω
・
。
㌣
鐸
×
×
署
＾
げ
鐘
ズ
。
釜
黛
震
。
罠
一
，

。
突
。
詠
自
笥
苺
9
器
藁
＾
。
り
。
9
臣
m
も
冨
属
。
も
p
・
曾
4
Φ
突
轟
。
躍
Φ
ツ
蜜
。
突
墨
導
一
℃
3
蜜
一
一
る
弩
ム
。
9
×
×
＜
薄
葺
訳
。
葦
堵
塁
。
弓
＝
器
臭
。
諏
惹
笥
景

　
O
畠
雪
突
0
8
0
0
δ
器
・
O
冨
ぎ
も
帥
O
至
9
葵
罫
0
2
Φ
」
ま
9
誘
鶴
・
這
お
魎
3
竃
国
り
ρ
o
o
認
占
8
・
な
お
、
第
二
四
回
党
大
会
速
記
録
に
は
代
議
員
の
現
職
に
つ
い
て
の
記
述

　
は
な
い
。

（
1
2
）
　
一
九
七
〇
年
の
第
八
鶏
の
最
高
会
議
で
は
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司
令
官
リ
ヤ
シ
チ
ェ
ン
コ
・
H
・
r
（
』
革
員
の
美
9
工
葵
呂
慧
『
冥
『
◎
唇
9
塁
）
は
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
の

　
選
挙
区
か
ら
最
高
会
議
代
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
七
六
年
の
第
二
五
回
党
大
会
で
は
リ
ヤ
シ
チ
ェ
ン
コ
に
代
わ
つ
て
ポ
ー
プ
ユ
フ
．
M
．
丑
〈
口
o
舞
o
乎
ま
奨
窪
淘

　
員
窒
舘
o
塁
一
）
中
央
ア
ジ
ア
軍
管
区
司
令
官
が
代
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
一
九
五
二
年
の
第
一
九
回
党
大
会
で
政
治
局
が
幹
部
会
と
改
称
さ
れ
た
（
一
九
六
六
年
の
第
二
三
回
党
大
会
で
再
び
政
治
局
と
改
め
ら
れ
る
）
が
、
カ
ザ
フ
党
の
ピ
ュ
ロ
ー
も

　
一
九
六
三
ー
六
年
の
一
時
期
に
は
幹
部
会
と
称
し
て
い
た
。

（
1
4
）
　
カ
ザ
フ
共
和
国
最
高
会
議
幹
部
会
議
長
ニ
ヤ
ズ
ベ
コ
フ
を
、
第
三
版
の
「
大
ソ
ヴ
ェ
ト
百
科
辞
典
」
（
切
o
き
目
壁
O
畠
雪
突
窒
¢
謡
長
§
o
器
＞
衝
）
の
「
年
鑑
」
（
国
巣
o
岨

　
3
崔
奏
）
に
よ
る
と
、
一
九
七
三
年
と
一
九
七
四
年
の
ビ
ュ
ロ
ー
の
構
成
に
入
れ
て
い
な
い
（
O
F
国
契
角
o
琵
葵
し
雪
ω
℃
o
」
鉾
国
美
窮
o
豪
巽
お
誤
・
9
一
鴇
）
が
、
そ

　
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
1
5
）
い
≦
9
Φ
彗
ざ
甫
一
一
＄
9
搬
8
吋
評
蒼
醤
ω
ぎ
臼
ω
。
二
9
幻
①
冥
9
9
響
一
け
一
鴇
｝
o
ξ
き
一
〇
蟻
勺
。
一
三
8
一
ω
9
3
8
り
く
。
一
・
ト
饗
辞
ω
（
甘
蔓
お
謹
y
P
器
S

（
16
）
　
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
首
相
解
任
は
、
正
確
に
は
、
翌
一
五
日
の
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
で
決
定
さ
れ
た
。

（
17
）
　
巌
密
に
い
え
ば
、
内
務
大
臣
ベ
リ
ヤ
は
一
九
五
三
年
七
月
ま
で
政
治
局
員
を
兼
ね
て
い
た
。

（
1
8
）
　
拙
稿
、
「
ソ
連
共
産
党
、
そ
の
構
成
員
の
民
族
的
組
成
」
（
『
法
学
研
究
』
第
四
巻
第
一
〇
号
）
参
照
。

（
1
9
）
　
拙
稿
、
「
ソ
連
共
産
党
，
の
政
治
局
」
　
（
『
法
学
研
究
』
第
五
一
巻
第
六
号
）
参
照
。

（
2
0
）
幻
o
σ
。
旨
国
・
国
8
κ
蓼
一
一
乙
ン
略
．
O
鼠
誘
勺
。
一
一
裁
ぎ
昏
。
犀
9
菖
Φ
く
響
”
、
．
℃
類
〇
三
Φ
馨
o
賄
O
。
g
暑
琶
置
言
（
鼠
醇
魯
出
箪
二
箋
O
）
鱒
p
ω
9

（
2
1
）
　
H
ぴ
宣
こ
P
ω
9

（
2
2
）
　
H
σ
一
α
‘
娼
．
ω
9

　
　
カ
ザ
フ
の
政
胎
エ
リ
：
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
王
（
四
二
三
V


